















































Potentiality of Collaborative Education Methods in Teaching Methods of Special Activities

















































































































































































○反論 YES 側（3分）：冒頭陳述 NO 側に
対する反論を行う。







































































































































づいて YES 側、NO 側に分かれ、クラス全体
でディベートを行うという展開も可能である。
８）酒井直樹「序論──ナショナリティと母（国）
語の政治」18頁。（『ナショナリティの脱構
築』、柏書房、1996年）。
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